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今回アンケート結果

他自治体の動向・先進事例　等

※比較として過去のアンケートを入れても良いかもしれない

（比較項目があれば）

目次構成（台割案）

１　子どもの視点に立った取組の実施を実施し、読書の習慣

化をめざす

（１）読書への興味喚起

背景（年齢別・地位別の人口推計を含める）

国・都

前計画の評価（2025冊子のP3.4とP16.17）

目的

計画の位置付け

計画期間

5P

5P

５P

８P

ペルソナ図からの展開 （２）自主性の育成

（３）価値ある知識に出会える環境の設定

８P

ペルソナ図からの展開

２　身近な人々の協力によって、子どもが自由に本と触れ合

える環境をつくる

（１）乳幼児期からの読み聞かせの推進

（２）小中学校・幼稚園・保育園における読書環境の充実

（３）子どもと本をつなぐための地域での取組を推進
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策定にあたり参考にした資料の詳細

・読書に関するアンケ―ト

・いたばしタウンモニター

・いたばしeモニター

検討委員会設置要綱

検討委員会名簿

子どもの読書活動に関する法律

読書バリアフリー法

19P

3P 一目で全体がわかるペルソナ図を使った総まとめ

３　多様な子どもたちに適応した読書に関する制度・施策を

整備する

（１）多様なニーズに対応した資料の充実

（２）新しい技術を導入した読書環境の整備及び図書館の使

い方を提供

（３）安心して学べる場の提供とデジタルリソースへのアク

セスの確保

７P

ペルソナ図からの展開


